
「新興・再興感染症研究拠点形成プログラム」に関する平成１９年度

新規小規模海外研究拠点の採択について

岡山大学では，平成１８年度に文部科学省が公募していた「新興・再興感染

症研究拠点形成プログラム」に関する「新規小規模海外研究拠点形成を目指し

た予備調査研究提案」に採択され，海外研究拠点における研究の強化と研究ネ

ットワークの拡充を目的として，インド国に海外研究拠点の設置を目指し，予

備調査研究を実施しました。

このたび，その実施結果を踏まえ，文部科学省より，平成１９年度からの小

規模海外研究拠点として，インド国に設置をすることが認められました。

１ 「新興・再興感染症研究拠点形成プログラム」概要．

文部科学省は「新興・再興感染症研究拠点形成プログラム」を平成１７年度

に開始しました。これは，国外に我が国の研究拠点を設置して感染症研究を行

い，我が国の感染症対策に資する知見の集積を図り，併せて人材を育成しよう

とするものです。

現在，タイ，ベトナム，中国の３カ国に研究拠点を設置して研究を行ってい

ますが，平成１９年度には，インド，ザンビア，インドネシアに研究拠点を設

置し，計６カ国の海外研究拠点において感染症の研究を推進します。

２．研究拠点名称

岡山大学インド感染症共同研究センター

３．インド国での共同研究機関

国立コレラ及び腸管感染症研究所（インド国・西ベンガル州コルカタ市）

４．設置予定時期

平成１９年秋頃
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